
特定非営利活動（ＮＰＯ） 日本スローワーク スローワーク協会 
入会のご案内 

 
NPO 法人日本スローワーク協会は、 「スローワーク」の考え方に基づき、競争社 会に代表されるファ

ストな価値観に替わる「新しい働き方」 「新しい生き方」の実践 を目指します。 引きこもり・ＮＥＥ

Ｔと呼ばれる若者たちは「働きたくない」のではなく、単に お金や生活のために働くことに希望を持て

ないでいます。フリーターたちは正社員 としての保障もないまま単純労働を押し付けられ低賃金で働か

ざるを得ません。 一方で福祉や環境・有機農業などの分野で、利益追求型の企業が切り捨ててきた 仕
事やサービスが求められるようになり、コミュニティービジネスと呼ばれる事業 が各地で立ち上げられ

ています。 スローな働き方をとおして、働く人たちが自らの人間性を解放することで社会的 に有用と

される仕事作りだすことが、今こそ求められています。 日本スローワーク協会は、社会教育事業に止ま

らず、社会的起業をとおして実践 的に働く場所と作り出すことで、 「働く」ことの意味を問い直しま

す。 あなたも「新しい働きの場所」作りを共に目指しませんか！ 
 
正会員  入会金 なし  年会費 3,000 円（一口） 
（本ＮＰＯの活動に参加意思のある方。総会での議決権あり。 ） 
賛助会員 入会金 なし  年会費  1 万円（一口） 
（本ＮＰＯの活動を財政的に支援していただける方。総会での議決権なし。 ） 
 
銀行振込口座：りそな銀行高槻富田支店 （普通預金口座）１２９８３８３  
口座名：特定非営利活動法人 日本スローワーク協会  

トクヒ）ニホンスローワークキヨウカイ  
 
日本スローワーク協会 理事会  
住所：高槻市富田町１丁目１３－２５プラザ富田２０５号  
電話 072-694-3607（コモンズ）FAX072-696-9667 
メールアドレス info@slowwork.org ホームページアドレス http://slowwork.org/ 
 
日本スローワーク協会は 3 つの事業部を主体に事業を展開しています。 
● ＮＳＰ事業部  
引きこもりの若者たちを訪問し外の活動に参加を促すことにより、 引きこもり脱出のきっかけを作る 
ニュースタートパートナー（ＮＳＰ）事業を行っている。 
●スロースペース事業部 http://slow-space.org/ 
 不登校や引きこもりの若者たちの居場所であり学びの場所である教室事業「スロースペース」を運営し

ている。 
● カフェ事業部 http://cafe-commons.com/ 
若者たちの労働体験の場所として、スローワークのフラッグ・ショップとして企画された ｃａｆｅ Ｃ
ＯＭＭＯＮＳ（コモンズ）の運営を行う。 



設立趣旨書 
高度経済成長は大量生産・大量消費による物質的な豊かさを可能にしてきました。労働者たち は終身雇

用・年功序列賃金によって守られることで、豊かさを享受することができました。良い 学校から良い会

社へ入れば、安定した一生が保証されるという価値観はこうした社会システムが 機能している間は有効

でした。 バブル崩壊以降、企業の倒産やリストラと称する実質上の正社員の解雇が続き、一方では若者 
たちの就職難からフリーターが急増し、 「引きこもり」 「ＮＥＥＴ」などの現象を生むに至りまし た。

また、大量生産・大量消費は大量廃棄を生み二酸化炭素の排出量を増大させることで環境破 壊を加速さ

せています。 既に旧来の社会システムが崩壊しているにもかかわらず、未だ社会的価値観は高度経済成

長期 のそれであり、過去の繁栄の反復を目標としています。日本スローワーク協会は旧来の競争原理 と
自助自立によるファースト（より早く、より大きく、より多く）な価値観に替わる新しい生き 方・働き

方を提唱し実践することを目的に組織されます。 スロー（遅い、ゆっくり）という競争社会のなかで貶

められてきた価値を復権することにより、 私たちの生活や労働や人とのつながりを問い直すことで新し

い社会モデルを提唱します。 スローワークは地球環境や人間同士の共生のなかにこそ可能な働き方であ

り生き方です。また 仕事作りであり、生きがい作りであり、人間らしく生きるための価値観の創造です。 
日本スローワーク協会は、多くの人たちの賛同と協働を呼びかけます。 
 

設立までの経過 
設立までの経過 までの ２００２年１０月、「ＮＳワーカーズ」の名称で活動開始。 不登校・引きこも

りの若者への訪問活動「ニュースタートパートナー（ＮＳＰ）」の派遣を行 い、家庭に引きこもったま

まの多くの若者たちを引っ張り出してきた。また、グループセラピー 「鍋の会」を運営し、若者たちの

対人恐怖の克服を支えてきた。 ２００４年引きこもりが社会問題化し、ＮＥＥＴという言葉が登場する

中、若者たちの就労問 題に目を向ける。同年１０月よりスローな働き方を考える「スローワーク研究会」

を開始し、コ ミュニティービジネスやスロービジネスにその方向性を見出す。 同時期、ニュースター

ト事務局関西が大阪府福祉推進財団の「地域通貨で行う地域・人のつな がり事業」により助成金を受け、

地域通貨ＮＳ券を発行し、そのアンテナ・ショップとして「リ サイクルショップ」事業を始めたことに

より、コミュニティービジネスの実践にも携わる。 同年、１２月「日本スローワーク協会」と改称し、

ＮＰＯ法人化を図ることを決定する。 ２００５年、不登校・引きこもりの若者の「新しい学びの場」と

して「スロースペース」とい う教室事業を企画、２ヶ月のテスト期間を経て４月より事業を開始する。

若者たちの単なる居場 所ではなく、社会について学び、働くためのきっかけづくりを目指している。 同
年、３月より「ｃａｆｅ ＣＯＭＭＯＮＳ」設立の準備開始。東京府中にある環境文化ＮＧ Ｏ「ナマケ

モノ倶楽部」が運営する「ｃａｆｅ ＳＬＯＷ」をモデル店として、同店より情報協 力を受ける。様々

な市民活動団体の協力と協働を得てカフェ計画を推進している。 同年５月、大阪府よりＮＰＯ法人の認

証を得て「特定非営利活動法人日本スローワーク協会」 を発足させた。 将来的には福祉の分野におけ

る先駆的なＮＰＯとの協働により、福祉・教育・農業・芸術など を一体化させた「雑居福祉村」の構想

を温めている。 ＮＳワーカーズとして活動を開始した時点から、ニュースタート事務局関西との協働事

業を展 開してきた。高槻市に止まらず、大阪・関西・あるいは全国展開をしているＮＰＯや市民団体と 
の協働関係を築いてきたことが、「日本スローワーク協会」の大きな特徴である。 
 


